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＜病棟連絡事項＞
・コロナ禍における医療・福祉職者としての「年末年始の過ごし方」について、ご確認・周知をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・大脇　ユミ様～本日数回嘔吐あり、船場Dr.診察。本日排便あり、腹部症状もないことから経過観察となる。
・八木田　勝則様～妹様より連絡あり。現在、夫様と本人様を自宅退院させることについて検討しているとのこと。それにあたり、本人様といくつかの約束事をしっかり直接話をする場を設けたいと連絡頂く。病棟にも情報提供し、年明けにPSWが一度面談を設定することとした。
＜入室状況＞
【入院】
・大島　くに様～東A16号室

・是川　志郎様～東C4号室
【退院】

・盛　雅輝様～東D16号室より退院
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。日課以外の時間は自室にて音楽鑑賞をして過ごされる。対面時情動安定しており気分高揚無く、妄想に関連した言動も聞かれていないが飲水行為頻回の為、都度介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。臥床傾向にあり開放中も臥床したまま過ごされる。問題行動無く午前・午後の開放観察終了。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～身体拘束継続中。10:30自宅へ架電し両親様と話をした後より焦燥感見られ、10:40レボトミン(25)1T与薬している。その後は臥床し過ごされている。自傷行為仄めかす発言は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15時～16時の開放観察実施。朝食全量摂取されるも昼食は拒食。拒薬は無い。日課以外の時間は自室にて書き物・読み物をして過ごされている。スタッフ対面時も情動安定している。操作的言動や自傷行為仄めかす発言は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・袴田　ハナヱ様～痰詰まりがあり酸素飽和濃度低下している。採血結果にてCRP高値。全身性血管炎の所見。1/4まで点滴、心電図モニター、吸引の指示継続。また絶食の指示となる。

・中田　定明様～帰宅要求訴える他患者様に触発され帰宅要求頻回に訴え落ち着き無いが、易怒性・興奮は見られない。
・古内　久雄様～失見当識に伴う徘徊や的外れな言動目立つが問題行動は無い。帰宅要求無く、易怒性・興奮は見られない。
・北村　イウ子様～覚醒状態不良の為、各食不食。服薬困難の為、主治医金Dr.に指示受けし口頭指示に従い朝食後薬は除剤している。痛み刺激にようやく開眼するも開眼状態維持できず、発語も無い。バイタルサインには異常無いが体熱感あり、クーリング施行している。
・大島　くに様～10:18車椅子にて東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。帰宅要求無く情動安定しており穏やか。疎通も良好であるが自発的発語は少ない。
・是川　志郎様～11:02独歩にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。入院直後より興奮気味に帰宅要求訴え、焦燥感も見られている。粗暴行為は無い。
＜馬渡Ｄｒ．診察情報＞
・中村　留理子様～歩行障害あり車椅子使用している。12/30～9時のドパコール再開し、500㎎/日から600㎎/日へ変更となる。
・河津　繁吉様～妻様と主治医面談実施。当初使用予定であったクロザリルは白血球低値の為使用できず導入できない事を説明される。状態安定しており、本人・家族共に退院を希望され、1月上旬を目途に退院調整していく事となる。

・丸尾　貴史様～自宅への外出希望あり。感染症の流行に際して、短時間で誰かの付き添いのもとであれば許可あり。
・斎藤　めぐみ様～本人の断酒意欲は少ない。断酒の意志が無ければ、入院してプログラムを実施する必要性がない事を説明。断酒プログラムを継続するのか退院するのか、家族間で話合うよう指示あり。
＜新入院患者様情報＞
　日　　時：2020.12.29　　10：18

　氏　　名：大島　くに（おおしま　くに）様

　生年月日：昭和6.1.15　89歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　合併症　：誤嚥性肺炎

　性　　別：女性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

（経過）

　R2.7.20より、アルツハイマー型認知症で当院通院中であった。12月16日、通所先にて熱発あり、コロナ感染も考慮し八戸赤十字病院を受診。デイサービス内での他の発熱者や濃厚接触はなく、陰性。インフルエンザも陰性。食事でのむせ込みも見られていたとのことで、誤嚥性肺炎疑いで治療開始となっている。今後、夫も共に高齢であり、自宅での生活は困難との事で当院へ年内の受け入れで調整依頼あり。八戸十字病院より転院となり、療養環境調整目的にて、10：18東病棟Ａユニットへ医療保護入院となる。
ＣＳセット：Ｂプラン
オムツプラン①

日　　時：令和2年12月29日 11：02

氏　　名：是川　志郎（これかわ　しろう）様

生年月日：昭和14年10月19日（81）

病　　名：アルツハイマー型認知症、うつ病

性　　別：男性

主治医　：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Ｃユニット 4号室

　

(経過）

　H30.5.1に当院を初診。定期的な通院を継続していたが少量の飲酒を継続、さらに見当識障害や記銘力障害などの認知機能障害も徐々に進行し、失禁や転倒なども頻回となっていた。さらに徘徊や逸脱行為、介護抵抗などの精神症状が顕著となったことからR2.5.13に精査及び加療の目的で当院に医療保護入院となった。

　入院加療にて症状軽減し、R2.11.30特別養護老人ホーム「寿楽荘」ショートステイ利用して、当院退院となる。ショートステイ利用開始１週間頃までは、帰宅要求あるが説明にて落ち着く事が出来ていたが、徐々に聞き入れが困難になり、頓服薬にて対応していた。頓服薬服用後も落ち着けず多動にて、職員に手をあげる等粗暴行為もあり、施設対応が困難となっていた。

　本日退院後、初外来であるが施設での対応困難なため、入院治療の希望があり、R2.12.29　11：02東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
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